








陽性細胞 とNFP陽性線維 を認めた。移植群で も
骨形成は見 られたがわずかであり,S100タンパ
ク陽性細胞 とNFP陽性線維 は多 く存在 した。28
日目の移植群では細胞は増加 して,正 常神経 と類
似 した構造 となった。軸索数は両群 とも21日目
まで増加傾向を示 したが,移 植群 は非移植群に比
べて急激 に増加 し,21日目で非移植群の約7倍
であった。 また,軸 索 と髄鞘の面積でも両群 とも




し,嗅 粘膜 に含 まれるOECやSchwann細胞お よ
び幹細胞が軸索誘導や有髄化 を促進 させ ることか
ら神経再生に有用であることが推察 された。
　本論文に関 して審査委員会 は平成23年12月27
日に開催 され,申 請者 に対 して研究内容および関
連事項について口頭試問を行 った。主な質疑内容
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　嗅粘膜は鼻腔上部で鼻腔天蓋,鼻 中隔上部,鼻




また,固 有層に存在する神経軸索再生能 を有す る
嗅 神 経 鞘 細 胞(OEC;Olfactory　Ensheathing
Cells)へと分化す る。 これ らの嗅神経細胞 を含
む嗅神経系は生涯再生を繰 り返す特異な性質を持
つことから,これまで治療が困難であった脊髄損







　 ラッ トのオ トガイ孔に移植床を形成 し,そ こに
ラット鼻腔より採取 した嗅粘膜を移植 した。移植
群は移植床に採取 した嗅粘膜 を移植 し,非移植群
は移植せずに縫合 した。移植後,3,7,14,21,
28日後に下顎骨 を摘出 し,パ ラフィン切片を作
製 してH-E染 色またはLFB染色を行い,さ らに,
免疫組織学的検索のため抗p75NTR抗体,抗S100
タンパ ク抗体,抗NFP抗体を用いて染色を行 った。




血管やS100タンパ ク陽 性細胞 が認 められ,そ の
周囲にp75NTR陽性細胞が存在 し,非移植群では移
